
第２５１号 平成２９年（２０１７年）１１月１６日 （10）

安
定
し
た
財
政
運
営
で
区
政
課
題
の
解
決
を

公
明
党
議
員
団

　
　

年
度
の
一
般
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支

２８
は　

億
４
千
万
円
余
の
黒
字
と
な
り
、
単
年

２９
度
収
支
に
お
い
て
も
１
億
２
千
万
円
余
の
黒

字
と
な
っ
た
。
歳
入
に
お
い
て
は
、
法
人
税

の
一
部
国
税
化
に
よ
る
特
別
区
交
付
金
の
減

は
あ
っ
た
も
の
の
、
基
幹
収
入
で
あ
る
特
別

区
税
は
前
年
度
比
８
億
円
増
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
公
債
費
は　

・
７
％
減
と
な
っ
た
。

４９

財
政
指
標
か
ら
み
る
と
、
実
質
収
支
比
率
は

特
別
区
平
均
を
上
回
る
３
・
８
％
、
経
常
収

支
比
率
は
指
標
と
な
る
値
を
維
持
し　

・
９

７６

％
、
公
債
費
負
担
比
率
は
５
・
４
％
と
大
幅

に
改
善
さ
れ
、
平
成　

年
度
決
算
は
、
財
政

２８

の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　

年
度
開
始
の　

か
年
計
画
第
３
次
で
は
、

２８

１０

中
野
駅
周
辺
や
西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く

り
が
本
格
化
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
や

区
有
施
設
の
再
配
置
等
、
ま
ち
や
サ
ー
ビ
ス

の
形
が
大
き
く
変
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
着
実

な
推
進
と
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
可
能
と

な
る
財
政
運
営
と
組
織
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。

安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
財
政
基

盤
構
築
に
つ
い
て
は
、
区
債
残
高
は
２
年
連

続
し
て
減
少
し
、
基
金
残
高
は
６
７
６
億
円

で
、
過
去
最
高
の
基
金
残
高
と
な
っ
て
お
り
、

堅
調
な
出
だ
し
で
あ
る
。
最
後
に
、
未
だ
示

さ
れ
な
い
新
た
な
人
事
戦
略
の
早
期
策
定
を

望
む
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
正
式
に
導
入

さ
れ
た
新
公
会
計
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
、

公
会
計
に
よ
り
得
ら
れ
る
分
析
が
予
算
編
成

お
よ
び
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
に
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

区
民
と
と
も
に
進
む
区
政
を

民
進
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
決
算
の
各
種
財
政
指
標
は
、

２８

健
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
法

人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
影
響
で
一
般
財
源
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
減
少
傾
向
だ
っ
た
人
件
費
が
横

ば
い
と
な
る
一
方
、
扶
助
費
や
委
託
費
は
毎

年
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
金
残
高
は

過
去
最
高
の
６
７
６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
伴
い
今
後
も
扶
助
費
等
の
増

加
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
区
民
の
生
活
実
態
を

把
握
し
、
そ
れ
を
支
え
る
施
策
を
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
未
来
へ
の
投

資
と
し
て
の
子
育
て
支
援
・
教
育
施
策
に
つ

い
て
は
、
よ
り
一
層
の
予
算
を
か
け
て
取
り

組
む
べ
き
で
す
。

　

待
機
児
童
対
策
で
は
、
大
胆
な
予
算
で
取

り
組
ん
だ
も
の
の
、
計
画
し
て
い
た
整
備
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
育
士
・
土
地
の

確
保
に
向
け
、
さ
ら
な
る
工
夫
を
求
め
ま
す
。

　

学
習
支
援
事
業
の
拡
充
は
評
価
し
ま
す
が
、

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、
つ
な

が
り
や
居
場
所
の
確
保
も
必
要
で
す
。

　

区
の
臨
時
職
員
が
逮
捕
さ
れ
る
不
祥
事
が

起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
桃
丘
小

学
校
跡
施
設
は
事
業
者
と
訴
訟
に
ま
で
発
展

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
区
政
へ
の
信
頼
を
損

ね
る
事
案
で
す
。
区
民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
今
回
の

件
を
反
省
し
原
因
を
分
析
し
た
上
で
改
善
に

つ
な
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

区
民
の
声
に 
真  
摯 
に
耳
を
傾
け
、
区
民
と

し
ん 
し

共
に
進
む
区
政
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
区
政
を
目
指
す
未
来
戦
略
を
！

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
財
政
収

２８

支
の
状
況
や
財
政
指
標
な
ど
か
ら
、
健
全
な

状
態
に
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、「
新
し
い
中
野

を
つ
く
る　

か
年
計
画
（
第
３
次
）」の
着
実

１０

な
推
進
の
為
に
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

以
下
の
点
に
留
意
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

予
算
策
定
時
精
度
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

財
源
の
充
実
強
化
の
た
め
、
国
や
都
の
補
助

金
を
精
査
し
、
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
。
一

層
の
財
政
規
律
順
守
に
努
め
る
と
と
も
に
、

徴
税
に
努
め
公
平
な
税
収
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

具
体
施
策
に
つ
い
て
は
、
首
都
直
下
型
地

震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
災
害
対
策
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
拡
充
に
加
え
維
持
費
補
助
施
策
な

ど
の
安
全
安
心
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

中
野
駅
周
辺
地
区
、
西
武
新
宿
線
沿
線
、

弥
生
町
・
大
和
町
に
代
表
さ
れ
る
不
燃
化
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

機
動
的
な
保
育
所
誘
致
策
と
併
せ
、
幼
稚

園
と
の
連
携
に
よ
る
幼
児
教
育
充
実
と
い
っ

た
政
策
に
つ
い
て
、
更
な
る
強
化
を
求
め
ま

す
。

　

自
民
党
は
、
先
行
き
不
透
明
な
世
界
経
済

や
国
際
情
勢
、
更
に
超
少
子
高
齢
化
社
会
に

よ
り
自
治
体
が
直
面
す
る
行
政
需
要
の
増
加

に
対
応
し
つ
つ
、
都
市
間
競
争
に
勝
ち
抜
き
、

持
続
可
能
な
ま
ち
「
な
か
の
」
を
目
指
す
た

め
に
は
、
未
来
戦
略
が
不
可
欠
と
考
え
、
更

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
区
政
改
革
に
臨
ん

で
参
り
ま
す
。

民
間
活
用
で
財
政
運
営
の
更
な
る
健
全
化
を

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
総
額
が
昨
年

２８

度
か
ら
５
・
１
％
減
の
約
１
２
６
５
億
円
と

な
っ
た
が
、
財
政
の
弾
力
性
を
測
る
指
標
で

あ
る
経
常
収
支
比
率
が　

・
９
％
と
な
り
、

７６

　

区
平
均
を
下
回
る
数
値
と
な
っ
た
。
ま
た

２３実
質
収
支
比
率
も
３
・
８
％
（
約　

億
円
の

２９

黒
字
）
と
な
り
、
中
野
区
は
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
た
と
判
断
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
区
債
残
高
（
借
金
）
が
約
２
５
８

億
円
と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
２

８
９
億
円
を
下
回
っ
た
こ
と
は
、
過
去　

年
２０

間
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
よ
う
や
く
数
値
の
上
か
ら
も
財
政
に

お
け
る
危
機
的
状
況
を
脱
し
た
と
言
え
る
。

今
後
は
区
債
残
高
（
借
金
）
を
減
ら
し
、
特

定
目
的
基
金
を
中
心
と
し
た
計
画
的
な
基
金

（
貯
金
）
の
積
み
上
げ
を
し
な
が
ら
、
歳
入

確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
無
駄
の
な
い
適
切

な
歳
出
を
心
が
け
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

　

な
お
一
般
財
源
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費

（
社
会
保
障
費
）
が
今
後
も
増
え
続
け
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
や
、
数
多
く
の
区
有

施
設
の
更
新
を
抱
え
て
い
る
状
況
か
ら
も
、

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
お
い
て
、
民
間

等
の
力
を
更
に
活
か
し
た
事
業
運
営
を
行
い
、

コ
ス
ト
の
抑
制
を
図
り
つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
、
区
民
生
活
の
質
の
向
上
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
を
区
に
強
く
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
昨
年
度
は
計
画
通
り
進
ま
な
か

っ
た
、
待
機
児
童
解
消
な
ど
喫
緊
の
課
題
に

つ
い
て
も
、
改
善
に
向
け
て 
真  
摯 
に
取
り
組

し
ん 
し

み
続
け
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

区
民
の
願
い
に
寄
り
添
っ
た
区
政
運
営
を

日
本
共
産
党
議
員
団

　

２
０
１
６
年
度
決
算
に
お
け
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
と
ガ
ソ
リ
ン
券
の
選
択
制
導
入
、
重

症
心
身
障
害
児
（
者
）
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事

業
の
開
始
、
中
学
生
学
習
支
援
事
業
の
拡
大

等
は
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
増
え
続
け

る
保
育
園
待
機
児
童
対
策
で
は
１
０
６
５
人

の
定
員
増
を
予
算
化
し
な
が
ら
実
現
し
た
の

は
３
３
１
人
（　

％
）
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

３１

我
が
会
派
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
事
業
者
任

せ
で
は
解
決
で
き
な
い
事
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問

題
と
な
る
中
で
、
実
態
調
査
に
背
を
向
け
て

お
り
、
学
校
施
設
改
修
の
早
期
実
施
も
不
十

分
で
す
。
結
果
、
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福

祉
に
対
す
る
区
民
満
足
度
は
低
調
で
す
。

　

一
方
、
決
算
年
度
も
中
野
駅
周
辺
の
大
型

開
発
に
は　

億
円
も
の
お
金
が
投
じ
ら
れ
ま

２６

し
た
。
ま
た
、
中
野
三
丁
目
地
区
の
再
開
発

に
あ
た
り
、
暫
定
的
に
桃
丘
小
跡
地
を
賃
貸

し
て
い
た
学
校
法
人
と
の
間
で
訴
訟
が
行
わ

れ
、
２
年
間
に
渡
っ
て
８
１
０
０
万
円
の
税

金
が
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
区
が
学
校
法
人
の

契
約
不
履
行
を
見
逃
し
、
適
切
な
対
応
を
怠

っ
た 
謗 
り
は
免
れ
ま
せ
ん
。
区
民
合
意
の
な

そ
し

い
平
和
の
森
公
園
再
整
備
計
画
に
対
し
て
も

基
本
・
実
施
設
計
等
で
５
０
０
０
万
円
余
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
基
金
積
立
偏
重
も
問
題

で
す
。
決
算
年
度
は　

億
円
を
積
み
増
し
６

５０

７
９
億
円
、
財
政
調
整
基
金
も　

億
円
増
の

３２

２
８
９
億
円
と
、
い
ず
れ
も
区
政
史
上
最
高

額
を
更
新
し
ま
し
た
。
区
政
運
営
の
あ
り
方

が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

平成28年度決算に対す平成28年度決算に対するる

各会各会派派のの
見見 解解


